
5,06～ 5。 48mの 、南壁が突出するホームベース型を呈する。覆土は10～ 32cm遺存 し、土層的には、

10～ 25cmの削失が推定される。主柱穴は、直径20～ 40cm。 深さ24～34cmの 4本 (Pl～ 4)である。

炉は中心には無 く、P2の西に掘 り込み炉A(深さ15cm、 2次)と B(1次 )がある。北西部には

内区があるような図になっているが、 XⅣ 区 (南半)では明瞭ではないことから、あえて表現 しな

くても良い程度の段差である。貼 り床は厚 く、 2枚 (2次期)あ るが、 2b層上面は締まりが弱く

境 も不明瞭な部分がある。

覆土から、土師器片535点、須恵器片 2点や鉄鏃 1点等が、 2層から土師器片193点、土器片加工

円盤 1点等が出上している。2814は壷の底部片であるが、外面の凹みが平滑になっており、何 らか

の使用が想定される。須恵器の郭身 (2807)は新 しい要素であり、混入と推定される。 5世紀中葉

か。

SA-115(第 265図 )

XⅣ 区の北側に位置 し、852号土坑 に切 られた、長さ3.0～ 3.42m・ 幅2,7～ 3.lmの長方形を呈する

住居である。覆土は10～ 18cm遺存 し、土層的には10cm程の削失が推定される。主柱穴 と壁溝は検出

されなかった。覆土および台石 3点の底面までの 2層から、土師器片355点等が、 2層から土師器

片26点が出上 しているが、図化できたのは僅かである。2827は 、被熟 と弾けがある、鉄床石である。

0     1m

備 1

ア :淡黒褐色～暗茶褐色土

(混 Ⅳ層粗細粒少量)

イ :Ⅳ層粗細粒 L20cm
H=251.oM

ウ :暗灰掲色十淡黒灰色土

(上位に橙褐色焼土と炭片)

工 :暗茶褐色土

(混焼土粒少量)
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第281図  SA-122 遺構実測図
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第282図  SA-123 遺構実測図

台石底面のレベルカSl次面であった可能性

が高いが、平・断面では顕著ではなかった。

l bl層 には焼土粒 と炭粒が混入 しており、

l b2層～ 2層上面が 2次面として使用さ

れたと推定される。 5世紀前半か。

SA-116(第 266図 )

71号住居の5.5m北東に位置 し、底面の

殆どがⅢ層内にあることから、�区内にお

いては機械掘削時に殆ど削失し、主柱穴と

若干の 2層が遺存 していた。XⅡ 区ではきっ

ちりとⅢ d層上面でプランを検出した。

XI・ �区検出図を合成すると、南北3.8m、

第283図 SA-124 遺構実測図

東西は推定3.lmの 隅円長方形を呈する。覆土は、14～ 20cmの 厚さで、貼 り床は南西部のみにある。

主柱穴は、深さ78cmの p■ 1基である。炉と壁溝は、検出されなかった。

覆土から、土師器片67点 と台石 1点が出土している。 5世紀前半か。

SA…117(第 273図 )

中央を145号溝に大きく狭られた、長さ4.9～ 5。 12m。 幅4.7～ 5。 13mの、台形様プランを呈する
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M

遺構実測図第284図  SA-125

lb2:暗茶褐色～淡黒灰色土 (混 Ⅳ層塊～粗細粒)

cl:Ⅳ層塊～粗細粒十b2
c2:淡黒灰色十暗灰掲色土 (混Ⅳ層塊～粗細粒少量)

(XI o XI区検出図合成)

住居である。覆土は19～ 26cm

遺存 し、土層的には15cm程 の

削失と推定される。主柱穴は、

直径20～ 28cm・ 深さ44cmの 4

本で、住居の掘形と相似形の

配置 をとる。貼 り床 は 4～

16cmの厚 さで、南辺中央部の

壁溝が途切れることから、出

入口が想定される。中央やや

東寄 りには、口縁部を打ち欠

いた甑 (2846)を使用 した土

器埋設炉がある。

覆土か ら、土師器片577点、

須恵器片15点等が、 2層から

土師器片25点が出土 している。

2852の底部は、125号住居内

の20号地下式横穴墓内出土片

と接合 している。

21n
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SA-118(第 274図 )

長さ4.2～ 4.7m・ 幅3.54～ 3.68mの不整長方形を呈 し、南西隅は円みがある。覆土は 0～ 10cm程

が遺存 し、土層的には10～ 15cmの削失が推定される。直径25～ 42cm・ 深さ14cmの P2と 深さ51cmの

Plは、主柱穴と推定される。中央には、長径50cm。 短径42cm。 深さ 5 cmの掘 り込み炉があり、断

面観察では 2次期 (ア ・イ層)の使用が窺える。

覆土から、土師器片77点のほか、高杯転用輔の羽口 2点 (2876・ 2877)が出上している。 5世紀

後半か。

SA-119(第 275図 )

78号円形住居を切 り、894号土坑に切られ、現代の天地返 しによって痕跡を留める程度の検出で

あった。長さ4。 4～4.7m・ 幅3.7～ 4.08mの隅円長方形を呈する住居である。覆土は無いに等 しく、

土層的には、30cm程の削失が推定される。主柱穴は、直径26～ 36cm。 深さ50・ 55cmの 2本柱である。

中央やや南には、口縁部を打ち欠いた甕 (2878)を使用 した土器埋設炉があるが、近現代の柱穴に

掘り込まれて半分を失う。

覆土 (主 として南側の上坑)か ら、土師器片20点 と須恵器片 1点が、 2層から土師器片90点が出

土しているが、図化できたのは僅かである。 5世紀後半～ 6世紀前半で、須恵器は混入の可能性力ゞ

高い。
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SA-120(第276図 )

78号住居 とlm隔て、149号溝に切 られた、長さ 5～ 5,21m。 幅4.8～ 5。 36mの隅円方形を呈する

住居である。覆土は10～ 18cm遺存 し、土層的には20cm程 の削失が推定される。主柱穴は、直径28～

44cm・ 深さ47～ 74cmの 4本で、中央に、胴部上半までを打ち欠いた甕 (2886)を使用 した土器埋設

炉 (B)がある。初期の炉はAの掘 り込み炉 (長径62cm。 短径40cm・ 深さ10cm)で あり、東南部の

掘 り込み炉 C(長径59cm・ 短径48cm・ 深さ4～ 7 cm)は 第 3次の炉 と推定される。

覆土から、土師器片252点 と須恵器片 2点が、 2層から土師器片34点が出土 している。2901の高

郭は、899号土坑出土片と接合 している。須恵器の高郭2898は、145号溝出土片 と接合 している。 6

世紀後半である。

SAい121(第280図 )

床面に重機の爪痕が残る、痕跡程度に削失された住居で、長さ4.8～ 5.3m。 幅4.2～4.7m程の隅

円長方形を呈する。覆土は僅かで、土層的には10～ 20cmの削失が推定される。主柱穴は、直径25～

33cm・ 深さ44～ 63cmの 4本 (Pl～ 4)で、中央やや南に、口唇部を打ち欠いた甑 (2902)を 使用

2m
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した土器埋設炉があ

る。その東西には、

直径14～ 28cm・ 深さ

16・ 24cm(P5 。 6)

の小 pitがあ り初期

の 2本柱 と推定され

る。土器埋設炉の掘

り込みは、異常な程

の大きさである。南

辺 中央部 には長径

94cm・ 短径53cmの上

坑が伴 う。

覆土と2層から、

土師器片84点が出土

しているが、図化で

きたのは僅かである。

6世紀前半か。

SA-122(第 281

図)

東西3.7～ 4.0

m・ 南北 3。 4～

3.97mの、台形

様の隅円方形を

呈する住居であ

る。覆土は10～

22cm遺存 し、土

層的には15cm程

の削失が推定さ

れる。主柱穴は、

直径32～ 41cm・

深さ42～ 61cmの

4本 (Pl～ 4)

で、中央東寄 り

には、器高の低

2m

第288図  SA-129 遺構実測図
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SA-129・ 130 出土遺物実測図

い甑 (2912)を 使用 した土器埋設炉 (A)がある。炉Aは Bを切 り、Bは掘 り込み斜面に丹塗 り壷

の破片 (2918)を 貼っている。その南北には、深さ48・ 58cmの pit(P5。 6)があり、初期の 2

本柱と推定される。東辺中央には、直径54cm程 の土坑が伴う。

覆土から、土師器片385点 のほか、須恵器片 1点、鉄鏃 1点 (2924)、 台石 1点が、 2層 から土師

器片39点が出土している。 6世紀後半である。

SA-123(第 282図 )

北半分を124号溝に切られ、南西部に撹乱、南東部を土坑が切る、遺存の悪い住居である。東西4.64

m・ 南ゴヒ3.6～ 4m位 と推定され南東部1/4程度が一段 (6～ 8 cm)下がる。その底面には、厚さ 4

～10cm程の貼 り床が施されている。主柱穴は無いが、中央付近に、長径32cm・ 短径28cm・ 深さ17cn

の掘 り込み炉がある。

覆土から、土師器片179点、須恵器片 1点 (4547)の ほか、高郭転用輔の羽口 3点 (2942～ 294引 、

球形土錘 1点、銹着 した鉄鏃片、鉄津 1点 (写真図版413)等が、 2層から土師器片12点が出土 し

ている。 5世紀後半であり、須恵器は混入と思われる。
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SA-124(第 283図 )

北半分を道路擁壁基礎工事で削失 した、幅2.56m+α 、長さ2.7m+α の、隅円長方形を呈する

住居である。主柱穴と炉・壁溝は不明瞭であるが、貼 り床が施されていることから住居と断定され

る。覆土は24cm遺存 し、土層的には20cm程の削失が推定される。 lb層は、壁材の存在を窺わせる。

覆土から、土師器片14点のほか、朱玉片 3点 (写真図版413)が、 2層から土師器片 3点が出土

しているが、土師器 1点のみ図化できた。 5世紀後半か。

SA-125(第 284図 )

�区の西端に位置した、長さ3.5～ 4。 34m。 幅3.1～3.94mの 、隅円台形を呈する住居である。東

隅以外は痕跡程度が遺存するが、削失は10cm程 であろうから、築造時から浅い住居であつたようで

ある。主柱穴は無 く中央には双孔の甑 (2955)を使用した土器埋設炉がある。西南辺中央には、長

径75cm・ 深さ4 cmの 、20号地下式横穴墓に切られた浅い土坑が伴う。北東辺中央には、短径70cmで

2段掘 り。深さ18cmの土坑がある。貼 り床は、無い。

覆土から、土師器片685点 のほか、須恵器片 4点等が出土している。 6世紀後半である。

SA-126(第285図 )

XI区で 8割、�区で 2割を調査 した、長さ (主柱穴方向)3.6～ 3.8m。 幅3.7～4.Omの隅円方形

を呈する住居である。履土は、40～48cmの厚さを測る。主柱穴は、直径20～ 27cm・ 深さ54・ 59cmの

2本 (Pl・ 2)である。中央やや東南寄 りには、口縁部～胴部上半を打ち欠いた甑 (2979)を使

―- 273 -―
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第297図  SA中132 遺構実測図

用 した土器埋設炉がある。東南辺中央には、幅46～ 52cm・ 深さ1lcmの土坑が伴う。壁溝は無い。南

隅と40cm隔てた西側には、26号地下式横穴墓がある。

覆土から、土師器片396点 のほか、須恵器片10点、鉄鏃片 2点、ガラス小玉 1点、台石 2点が、

2層から土師器片 6′点が出土している。台石2997は 、5.7m北 に位置する139号住居出土片 と接合し

ている。2995の 台石とともに鉄床石として使用された可能性が高い。 6世紀後半である。

SA-127(第286図 )

126号住居の 4m南西に位置した、長さ3。 4～ 3。 94m。 幅2.8～ 3.04mの 、南東辺に問仕切 りのあ

る隅円長方形を基調とし、西隅には、南南西方向に奥行 き40cmの斜面突出部が付 く。主柱穴は直径

20～ 25cm。 深さ21～54cmの 4本柱で、中軸よりもかなり東寄 りに長方形に配置されている。住居底

面の中央には、 3～ 4次期の掘 り込み炉がある。

覆土から、弥生時代後期～古墳時代前期の土器片が260点、須恵器片 2点、磨製石鏃の未製品/F

どが出土 しているが、図化できたのは僅かである。須恵器片は、木根等の撹乱混入と思われ、図イヒ
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2m

1:暗茶掲色～暗茶灰色土

(混 Ⅳ層粗細粒少量)

2:暗茶褐色上十Ⅳ層塊～粗細粒

0       20cm

―

第298図  SA-133 遺精実測図
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釉
亀

に耐えない。

SA-128(第 287図 )

147・ 149号溝に切られ、北東部は消失

するほどの削失を受けた住居であるが、

断続的に掘形が遺存 しており、大凡の規

模 は把握できる。長さ5。 4m。 幅3.6～

4.96mの 、北西辺が短い隅円台形を呈す

る。覆土は南側のみ16cm程遺存 し、土層

的には30cm程の削失が推定される。主柱

穴は、直径30～ 39cm。 深さ50・ 54cmの 2

本 (Pl・ 2)で、中央南東寄 りには、

長径70cm。 短径50cm。 深さ5～ 6 cmの掘

り込み炉がある。壁溝は無い。

覆土から、土師器片 9点 と台石 lJ点が、

只占り床から土師器片が26点出土したが、

図化できたものは少ない。台石3009は被

熟しており、鉄床石の可能性がある。 6

世紀前半か。

ア :2と 同じ

イ :炭片・粒十暗灰

褐色土

ウ :淡橙褐色焼土

SA-129(第 288図 )

XI区の北西端に位置した、東南半分が痕跡程度に遺存 した住居で、長さ4.33m(主柱穴方向)、

幅推定4.2mの 隅円方形を呈する。覆土は北西半分に4～ 14cm遺存 し、土層的には20～25cmの 削失

が推定される。主柱穴は、深さ42cmの 2木住で、中央に、甕の底部片 (3011)を 使用 した土器埋設

炉がある。イ層は初期の掘 り込み炉 と推定され、北西辺の70cm内側には拡張前の壁溝があることか

らも裏付けできる。北東中央部にある直径54cm前後・深さ22cmの穴は、初期の段階の上坑と推定さ

れる。

覆土から、 5世紀代 と思われる土師器片45点が、 2層から3点が出土しているが、図化できたの

は僅かである。

SA-130(第 289図 )

近現代の撹乱が著しく、北～北東部は畦畔下にあるために不明な点が多い。

1辺4。 2m以上の隅円方形と推定される掘形は、南西部のみで検出された。覆土は 6～ 14cm遺存し、

東辺の掘形ラインは 2層の掘 り込みラインであり問仕切 りでは無い。

直径25～ 40cm・ 深さ40。 51cmの pit 2基 (Pl・ 2)は、主柱穴 4本のうちの 2本 と推定される。

炉跡や壁溝は検出していない。

覆土から、土師器片15点 と須恵器片 1点、器面調製具の可能性がある石器 1点 (3016)が、 2層
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から土師器片 4点が出土したが、図化でき

たのは僅かである。 6世紀前半か。

SA-131(第 296図 )

痕跡程度の住居で、南北3.8m以上 。東

西3.3～ 3.7mの長方形を呈し、北狽↓は天地

返しによって消失する。覆土および 2層 は

中央部付近で10cm程遺存するが、土層的に

は30～ 40cmの 削失が推定 される。長径

32cm。 短径27cm・ 深さ57cmの p■ (Pl)

は、主柱穴と推定される。その1.7m北 に

は長径56cm・ 短径39cm。 深さ19cmの 小 pit

(P2)があり、規格が異なるのが難点で

あるが、 5～ 6m北 に位置する137号住居

が相似形をしており、 2本柱を想定しても
第300図  SA-135 遺構実測図

良いのではないかと思われる。そうであれ

ば、長さは最大5.7m程になる。反面、P2が土坑で、北東端の底面の曲がりが生きているとすれば、

長さは4.3～ 4。 4m程でPlの 1本柱住居が復元される。

Plの北には、長径59cm。 短径41cm・ 深さ10cmの掘 り込み炉があり、炭粒 と焼土粒が混入 してい

た。覆土および 2層から、土師器片89点が出上したが、図化できたのは少ない。 6世紀前半か。

SA-132(第 297図 )

133号住居の4.5m東 に位置した、長さ4.96～ 5.40m。 幅4。 3～ 4.8mの隅円長方形を呈する住居で

ある。覆土は20cm遺存するが、土層的には30～40cmの削失が推定される。主柱穴は、直径24～ 30cm。

深さ20～ 39cmの 4本 (Pl～ 4)である。長径31cm・ 短径21cn・ 深さ20cnの 2本 (P5・ 6)は、

拡張前の主柱穴と推定される。直径18～ 33cm・ 深さ12・ 20cmの P7・ 8は、出入口の支柱穴の可能

性がある。炉跡は、検出されなかった。

覆土から、土師器片483点 、須恵器片 8点等が、 2層から土師器片22点が出土 した。丹塗 り高芥

の中には、郭部が楕円形を呈するもの (3064)がある。 6世紀後半である。

SA-133(第 298図 )

129号住居の南東1.9m、 154号溝に切 られた、長さ2.8～ 3。 14m。 幅2.5m程 の隅円長方形タイプで、

南東辺が胴張る。覆土は 7～ 8 cm遺存 し、土層的には15cm程の削失が推定される。中央西寄 りには、

長径56cm・ 短径47cm・ 深さ1lcmの初期の炉があり、ア層で埋めて、北東側に、長さ56cm・ 幅51cm・

深さ 7 cmの 隅円方形を呈する2次炉 (B)が掘 り込まれたと推定される。主柱穴は無 く、南東部に、

直径57cm。 深さ16cmの上坑が伴う。

覆土から、土師器片20点が出土 したが、図化できたのは僅か 2点である。 3世紀後半か。

1:暗茶褐色十暗灰褐色土 (混Ⅳ層塊～粗細粒少量)

2:Ⅳ 十Ⅵ十暗灰褐色土

ア:暗灰掲色十淡黒灰色土 (混Ⅳ層細粒・炭粒少量)

イ:暗茶褐色十暗灰褐色土 (混Ⅳ層粒)       H=25160M
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SA-134(第 299図 )

北西半分を�Ⅱ区で、南東半分をXI区で調査 した住居で、北東辺は道路状遺構に削られ消失 して

いる。長さは4.7m以上・推定 5m、 幅5。 32～ 5.65mの隅円方形を呈し、南西部には幅80cm・ 奥行

き32cmの 半円形突出部があり、出入口と推定される。覆土は41cm遺存 し、土層的には10cm程 の削失

が推定される。主柱穴は、直径30～ 54cm。 深さ40～ 53cmの 4本 (Pl～4)である。P3・ 4の柱痕

跡の直径は10cmで ある。中央には、 2次期の掘 り込み炉A・ B(新旧不明)があり、 3次には両方

にまたがって (ア 層)使用される。炉Aの南西部にある土坑状掘 り込みは埋め戻されて機能していな

ア:淡茶灰色十淡茶褐色土

(混橙掲色焼土少量)

イ:Ⅵ 十淡黒灰色土 (混Ⅳ層粗細粒少量)

ウ:淡黒灰色土 (混橙褐色焼土粒少量)

―

2m

遺構実測図 アミロは焼土
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第309図  SA-136 出土遺物実測図 (3)



しヽ 。

覆土から、土師器片672点のほか、須恵器片11点、高郭転用輔の羽口 3点、磨製石鏃 2点 とその

未製品 1点など、 2層から土師器片44点 と高郭転用輔の羽口 1点が出土 している。 5世紀後半～ 6

世紀後半である。

SA-135(第 300図 )

134号住居と20cm隔 て、北東辺を道路状遺構に削られた住居である。長さ3m以上 。幅3.1～ 3.2

mの方形を呈する。覆土は 5～ 17cm遺存 し、土層的には 5～ 10cmの削失が推定される。主柱穴は不

明で、径40～ 50cm・ 深さ4～ 5 cnの掘 り込み炉ア・イを確認した。炉は 2次期で、中央に近いアの

方が新 しい。
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覆土から、土師器片20点のほか、刀子片 (3122)と 台石 1点が出上 している。 6世紀前半か。

SA-136(第 301図 )

135号住居 と2.lm南、157号溝に切 られ、北東部は道路状遺構 に削失された住居である。東西4.5

～5.Om・ 南北4.5mの隅円方形を呈 し、北辺がやや短い。

主柱穴は、直径22～ 24cm・ 深さ28・ 34cmの 2本 (Pl・ 2)で、中央には口縁部を打ち欠いた甕

(3127)を使用 した土器埋設炉がある。拡張前は、直径10～ 18cm・ 深さ31～ 40cmの 4本柱 (P3～

6)で、中央に掘 り込み炉 (B)を持つ。この時の掘形は東西3。 44m。 南北3.4～ 3.6m程の規模で

ある。構築初期の主柱穴は南北方向で、直径18～ 26cm・ 深さ44・ 62cmの 2本 (P7・ 8)であり、

中央やや東寄 りに掘 り込み炉 (C)を有する。この時の住居の掘形は、南北3.Om・ 東西3.2m程 と

推定される。

覆土から、土師器片493点のほか、須恵器片13点、鉄鏃 2点、鉄床石 1点 (3166)、 台石 2点など

が出土 し、 a.b層 に分けているが、時期差は無い。 2層からも土師器片33点が出土 しているが、

3168の壷片 と3169の甕片が覆土出土片 と接合 していることから、この 2点の上器は、当住居 とは直

接関係するものではない。3166の左中央下寄 りには、弾け飛んだ剥片が接合 している。3135～ 3137・

3156・ 3162の土器は被熱 している。須恵器の蓋 (3140)は、139号住居出土品と接合 している。 6

世紀後半である。
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SA-137(第 310図 )

近現代の削失と天地返 しによって、平面形態の把握が困難であったが、南北5.8m。 東西4.Omの

隅円長方形を呈する住居であることが半J明 した。覆土は 3～ 8 cm遺存 し、土層的には15～ 20cmの削

失が推定される。主柱穴は、直径60～ 65cm・ 深さ66・ 91cmの 2本柱である。その中央南寄りには口

縁部～胴部上半を打ち欠いた甕 (3177)を使用 した土器埋設炉がある。東辺中央には、幅64cm・ 奥

行き30cmの 半円形の突出部があり、出入口の可能性が高い。
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la:茶褐色～茶灰色+暗灰褐色土

(混Ⅳ層粗細粒少量)

b:暗茶灰色～暗仄褐色土

(Ⅳ 層塊～粗細粒少量)

cibと 同じ

(Ⅳ層粗細粒・戊粒少量)9 1 20cm

lcと 同じ

茶掲色十暗灰褐色土
橙～淡橙色焼土
ウ十暗茶灰色土 (混炭粒少量)

Ⅳ層塊～粗粒 +暗灰褐色土

(混炭片)

桃褐色～淡橙褐色～黄褐色焼
土+オ
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第312図  SA-139 遺構実測図  アミロは焼土

―- 289 -―



覆土から、土師器片503点 のほか須恵器片13点、用途不明鉄器片 (3198)、 砥石 (3199)等が、 2

層から土師器片21点が出土している。 6世紀後半である。

SA-138(第 311図 )

131号 と137号住居の中間西寄 りに位置し、天地返 しされた撹乱層下に位置しており、覆土との差

異が不明瞭であったことから、10cm程、重機で削 り過ぎた。東西3。 2～ 3.67m。 南北3.7～ 3.73mの

隅円方形を呈する住居で、南辺が短い。覆土は 3～ 1lcm遺存 し、土層的には70cm程削失が推定され、

深い住居であったようだ。床面は、北半中部のみ 1段 (7 cm)下 がる。

中央には、長径40cm。 短径29cm・ 深さ53cmの 主柱穴 1基がある。その北側に、口縁部を打ち欠い

た奏 (3200)を 使用した土器埋設炉がある。

覆土から、土師器片11点 と須恵器片 1点が、 2層から土師器片15点が出土しているが、図化でき

たのは僅かである。 6世紀後半である。
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SA-139(第312図 )

157・ 158号溝に切られていたが、浅い削失であった。南北3.8～ 4.13m。 東西3.8～ 4.18mの不整

方形を呈する住居である。覆土は16～ 27cm遺存 し、掘形の削失は無い。主柱穴は、直径20～ 30cm・
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深さ40～ 53cmの 4本柱で、南辺が短い長方形 (住居の掘形に相似)に配置されている。中央やや甫

東寄 りには、口唇部を打ち欠いた双孔タイプの甑 (3210)を 使用 した土器埋設炉がある。炉の西側

には直径24cmの焼上が広が り (力 層)、 初期の掘 り込み炉 (第 1次炉)があったようである。貼 り

床は 3～ 23cmの 厚さで、ほぼ水平に施されている。

覆土から、土師器片1230点 のほか、須恵器片12点等が、 2層から土師器片65点 と須恵器片 2点が

出土 している。 6世紀後半である。

SA-140(第 313図 )

XⅣ 区の北縁に位置 した、東西4。 4～ 4.74m・ 南北4.4～ 4.64mの 隅円方形を呈する住居である。
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1:暗茶灰色～暗灰41B色土

211+Ⅳ 層塊～粗細粒

|

第318図  SA-141 遺構実測図

第319図  SA-142 遺構実測図

2m

~〔
真 墓 夢 /・1 269 404vI

la:暗茶褐色十暗茶灰色土

(混Ⅳ層塊～粗細粒)

第 320図  SA-143

b:淡黒灰色十暗茶灰色土

2:Ⅵ 十Ⅳ層細粒少量

遺構実測図

覆土は10～ 21cm遺存 し、削失は殆ど無

い。主柱穴は、直径18～ 25cm・ 深さ30

～44cmの 4本である。炉は確認されず、

壁溝は北東部のみ明瞭であつた。

覆土から、土師器片338点 と台石 1

点が、 2層から土師器片63点が出上し

ているが、図化できたのは少ない。 4

世紀後半～ 5世紀前半か。

SA-141(第 318図 )

142号溝に切 られた、長さ2m程の

不整形の土坑状を呈する遺構である。

覆土は 2～ 4 cm遺存 し、 2層 は13～

19cmの厚さがある。土層的には、20～

30cmの削失が推定される。 2層 はやや

締まり、上面が水平であることから貼

り床であると判断したが、主柱穴や

炉・壁溝は遺構内外では検出できてい

ない。本来は数m四方であったと想定

される。

覆土から、土師器片12点が、 2層か

ら6点が出上しているが、図化できた

のは僅か 3点である。 5世紀代か。

SA-142(第 319図 )

XⅡ 区との堺付近、115号住居の2.6m

南に位置 した、南北 2～ 2.36m。 東

西2.26～ 2.46mの 隅円方形の東辺中

央に、長 さ90cn・ 最大幅68cmの突出

部が伴 う。床面はスロープにな り、

住居内とは 9 cmの段がある。覆土は20

～22cm遺存 し、土層的には25cm程の

削失が推定 される。主柱穴や壁溝・

貼 り床は無 く、形態のみでの判断で

ある。

覆土から、土師器片452点 と須恵器

〕         lrn

―

1:茶褐色～暗茶褐色～暗茶灰色土 (混Ⅳ層塊～粗細粒少量)
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ア :Ⅳ層粗細粒十暗灰褐色土
イ :暗灰掲色土 (混Ⅳ層粗細粒少量)

ウ:淡黒褐色土
工 :Ⅶ +Ⅵ十暗灰褐色土

2a:暗茶褐色十淡黒灰色上十Ⅵ

(混Ⅳ層塊～粗細粒少量)

Ⅷ

b:2aと 同じ
c:Ⅵ 十Ⅶ層

―_二壁登釣2oM

第321図  SA-144 遺構実測図
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片 9点が出土しているが、図化できたのは少ない。 6世紀後半である。

SA-143(第320図 )

142号住居と2.2m隔てた南側に位置した、東西2.2～ 2.5m・ 南北1.9～ 2.26mの 、歪つな長方形

を呈する。覆土は20～ 25cm遺存 し、土層的には20cm程度の削失が推定される。東壁中央は、緩やか

なスロープ状になっており、最大幅50cmの、142号住居に似たスロープ (出入口)が付設していた
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第327図  SA-148 遺構実測図
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可能性が高い。中央やや西寄 りには、長径38cm・ 短径24cm。 深さ17cmの pitがあり、主柱穴と思わ

れる。その北東部には、長径98cm・ 短径64cm・ 深さ10cm(下半分には貼 り床)の上坑が伴う。

覆土から、土師器片278′点のほか、須恵器片 8′点、鉄鏃片 1を点 (3270)が出土しているが、図化

できた土器は 7点である。 6世紀後半である。

SA-144(第 321図 )

�区の北西中央部、広範囲に天地返 しされた所で検出した、東西5。 8m以上、南北6.06mの 方形

と推定される住居である。覆土の殆どは削失し、南東隅に形状の痕跡を残す。主柱穴は、直径25～

48cm・ 深さ34～ 54cmの 4本 (Pl～ 4)で、南西の柱穴には柱抜き取 り穴が北側に付 く。 4本柱の

中央やや東寄 りには、長径54cm・ 短径38cm・ 深さ 8 cmの 炭粒混 じりの掘 り込み炉 (A、 初期)があ

る。柱穴Plと の間には、埋設土器が重複する炉Bがある。口縁部～胴部上半を打ち欠いた奏 (3271)

2m
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第328図 SA-149 遺構実測図
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を使用 したのが新段階で、口縁部を打ち欠いた甑 (3272)を 使用 したのが古段階であり、後者の一

部が潰されている。主柱穴から壁にかけては溝状に掘 り返され、貼 り床が施されている。

覆土から土師器片 2点、 2層から土師器片62点のほか須恵器片 4点、鉄製刀子 1点 (3274)が出

上しているが、図化できたのは僅かである。 6世紀後半である。

SA-145(第 322図 )

142号溝に南西部を切 られていたが、削失は僅かである。長さ2.9～ 3.lm・ 幅2.5～ 2.6mの 隅円

長方形の南東隅に、幅70cm～ lm・ 奥行き70cm程の突出部がイ寸く。当突出部は別遺構の可能性を推

定 (平面では分別できず)し たことから切 り合いを確認 したが、住居内と同時期に埋まり、底面は

スロープ状に外方へ上昇することから、出入口であろうと思われる。方形住居の隅に出入口を付設
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するタイプは、本市初である。主柱穴や炉・壁溝は確認されなかったが、水平に施された貼 り床が

あることから、住居 と断定した。覆土は38～ 45cm遺存 し、土層的には20cm程 の削失が推定される深

めの住居である。

覆土から、土師器片207点 と台石 2点が、 2層から土師器片11点が出土したが、図化できたのは

少ない。 4世紀後半～ 5世紀前半か。

SA-146(第 323図 )

145号住居の 2m北に位置し、半分を道路の擁壁基礎によつて削失した、直径3。 2m程の円形 を呈

する。覆土は17cm遺存 し、土層的には15cm程 の削失が推定される。 2層は12～ 42cmの厚さがあるが
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b:暗灰色十淡黒灰色土 (混Ⅳ層塊～粗細粒少量)

2m

SK-988
A:暗灰色～淡黒灰色土  c:暗 灰色土
B:淡黒灰色土     D:暗 灰色～淡黒灰色土

E:暗灰色土Ⅳ層粗細粒

赤色 は床面 と台石・炭化材
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第337図  SA-153 遺構実測図



第338図  SA-154 遺構実測図

2m

ア :橙褐色焼土十茶灰色土
イ :ア と同じ

:暗茶灰色～茶褐色土 (混Ⅳ層粗細粒少量)

0

3582 テ禦
層粗細粒)

2 ~

上面がやや締まっていること

から、貼 り床と判断した。主

柱穴と炉は検出していない。

覆土から、弥生終末前後の

上器片27点が出上 したが、図

化に耐えない。

SA-147(第 324図 )

146号住居の北西 に接する

が、明瞭な切 り合いは無い。

長さ3.4m以上・幅2.7m以上

の方形 もしくは長方形を呈す

る住居である。覆土 は11～

13cm遺存 し、土層的には15cm

程の削失が推定される。主柱

穴や炉・壁溝は検出されず、

只占り床 も無い。規模的要因の

みで住居に含めている。

覆土か ら、土師器片239点

と須恵器片 1点が出土 してい

るが、図化できたのは 7点で

ある。 6世紀代か。

SA… 148(第327図 )

149号 住 居 を切 る、長 さ

5.74m・ 幅 5。 2～ 5.72mの、

北東辺がやや短い隅円台形を

呈する。覆土は 8～ 20cm遺存

し、土層的には15cm程の削失

が推定される。主柱穴は、直

径30～ 40cm。 深さ40～ 60cmの

4本 (Pl～ 4)で、柱間は

2.9～ 3.lmと 広い。Pl-2

間が少 し狭いのは、住居の掘

形に相似する。中央やや北東

寄 りには、口唇を打ち欠いた
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甑 (3336)を使用 した土器埋設炉がある。北東辺には壁溝が無 く、中央には幅90cm・ 深さ34cm(下

半は埋め戻 し)の上坑が伴 う。南東側の貼 り床は僅かである。P3の柱痕跡は、直径17cmであつた。

覆土から、土師器片2480点 のほか、須恵器片36点等が、 2層から土師器片62点 と須恵器片 1点が

出土 している。須恵器の蓋 (3375)は 、166号溝出土片と接合 している。3317と 3322・ 3326。 3331・

3339,334牛 3352・ 3353・ 3369～ 3371は被熱 している。 6世紀後半～ 7世紀前半である。

SA-149(第328図 )

148号住居に切られ、150号住居を切る住居である。長さ5。 2～ 5。 44m。 幅4.6mの隅円長方形を呈

する住居である。覆土は 8～ 16cm遺存 し、土層的には10～ 15cmの削失が推定される。主柱穴は、直

径25～ 34cm。 深さ32・ 50cmの 2木住で、中央に、長径35cn・ 短径28側 の掘 り込み炉がある。

覆土から、土師器片1051点のほか、須恵器片12点、台石 1点が、 2層から土師器片35点が出土 し

ているが、図化できたのは少ない。須恵器の蓋3412は、148号住居出土片と接合 している。 6世紀

後半～ 7世紀前半である。

SA中 150(第329図 )

149号住居に切 られた、東西4.3～ 5。 34m。 南北4.2m以上 (推定 5。 1～ 5。 2m)の、方形基調の間

仕切 り住居である。覆土は 8～ 18cm遺存 し、土層的には、10cm程の削失が推定される。内区の床面

は、さらに16～ 18cm低い。主柱穴は、直径25～ 40cm・ 深さ38～ 64cmの 4本 (Pl～ 4)で、内区の

掘形隅に設けられる。炉は確認できていない。

覆土から、弥生時代後期～古墳時代の土師器片58点 と須恵器片 1点 (混入か)、 2層 から土器片18

点が出土 しているが、図化できたものは少ない。

SA-151(第335図 )

152号住居を切る、長さ6.1～ 6.47m。 幅 4～4,73mの 隅円長方形を呈する住居である。覆土は 4

～18cm遺存 し、土層的には15～ 25cmの削失が推定される。主柱穴は、直径39～ 45cm。 深さ19・ 46cm

の 2本 (Pl。 2)で、口縁部と底部を打ち欠いた甕 (3435)を 使用 した土器埋設炉 (B)か、口

縁部を打ち欠いた甕 (3434)を 使用 した土器埋設炉 (A)が伴う。拡張前は直径19～ 31cm・ 深さ29cm

の 2本柱 (P3・ 4)で、炉Aか Bを伴い、長さ4.4～ 4.74m・ 幅3。 9～ 4mの 隅円長方形を呈 し、

主軸を90度転換する。P2の南東部とP4の西にある土坑状掘 り込みは機能 していない。

覆土から、土師器片1160,点、須恵器片16点のほか、鉄製刀子 1点 (3447)、 鉄鏃片 1点 (3453)、

台石 1点などが、 2層から土師器片160点、須恵器片 1点などが出土 している。 6世紀後半である。

SA-152(第336図 )

151号住居に切 られた、長さ6.1～ 7.05m・ 幅4.54～4.80mの 、隅円長方形を呈する住居である。

覆土は40～ 45cm遺存 し、南西部が10cm程の削失を受けているほかは、座棺墓 3基 (S K 967～ 969)

が切 り込んでいるくらいである。主柱穴は、直径26～ 44cm。 深さ86。 45cmの 2本柱である。長軸断

面において、長径36cm・ 深さ 8 cmの掘 り込み炉 (ア層)を確認 した以外の炉は無い。貼 り床は全面

に、厚さ 8～ 20cm施 されている。
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覆土から、土師器片1991点のほか須恵器片10点、鉄製刀子片 1点などが、 2層から土師器片12点

が出上している。中には、丹塗 り高郭の脚折損部を丁寧に整形・研磨して蓋に転用した土器 (3512)

もある。 6世紀後半である。

SA… 153(第 337図 )

長径5.6m。 短径3.9mの近現代の大型土坑に切られているが、南東隅の痕跡は遺存していた。長

さ6～ 6。 16m。 幅5。 lmの長方形を呈する住居である。覆土は27～ 38cm遺存 し、土層的には10cm程

の削失が推定される。主柱穴は4本で、各々新旧がある。北西～南西の壁狽1に は、幅60cm～ lm。
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高さ10cmの貼 り床によるベッド状遺構があり、Pl・ 2はその下に位置することから、タト側のPl
～ 4が古段階と推定される。Pl～ 4は深さ30～ 38cmで、P5～ 8は深さ38～ 48cmを測 り、新段階

のほうが深い。P5-P8間 とその周囲の床面には 6個の大きな石があり、うち4個 に使用痕があっ

た。3568と 35701こ は、被熱と弾けがある鉄床石であり、残 り2個 も同類とみるべきであろう。災化

材や炭片・焼灰なども混在 し、複数工人による小鍛冶が想定される。明確な炉は確認できなかった

が、焼灰に隣接 して、口縁部を打ち欠いて窓を有する甕 (3543)が立っており (床面下に数cm掘 り

込み)、 炉として機能していた可能性がある。

覆土から、土師器片300点 のほか、須恵器片 4点が、 2層から土師器片43点が出上している。丹

塗 り上師器の高郭 (3554)は 、155号住居出土片と接合 している。 6世紀後半である。

SA-154(第 338図 )

153号住居と1.6m隔 てた南側に位置し、975。 976号土坑 (近現代墓)と 142・ 162号溝に切 られた、

長さ3。 9～4.5m。 幅3.6～ 3。 7mの、北西辺が短い長方形タイプの住居である。覆土は 6～ 20cm遺存

し、土層的には15cm程の削失が推定される。主柱穴は、長径38cm・ 短径32cm・ 深さ20cmの 2本柱で

あり、中間には、深さ8～ 10cmの掘 り込み炉がある。北西辺中央には、深さ12cmの不整形な土坑が

ある。
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第362図  SA-165 遺構実測図

覆土から、土師器片175点、須恵器片 4点のほか、両面穿孔途中の土器片 (3578)、 敲き石等が、

2層から土師器片 9点が出土しているが、図化できたのは僅かである。 6世紀後半である。
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SA-155(第 339図 )

154号住居 と40cm隔 てた北東側に位置

し、974・ 975号土坑と一筆境 。天地返し

によって東半分の掘形が不明瞭である。

南北3.1～ 3.4m。 東西 3m前後の隅円方

形を呈する住居 と推定される。覆土は4

～17cm遺存 し、土層的には15cm程 の削失

が推定される。主柱穴は確認されず、中

央やや南寄 りには、口縁部を打ち欠いた

甕 (3582)を 使用 した土器埋設炉がある。

断面図のア・ウ層は掘 り込み炉であり、

3次期の炉の変遷がある。

覆土から、土師器片68点のほか、須恵

器片 1点、台石 1点が、 2層から土師器

片17点が出土しているが、図化できたの
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は少ない。 6世紀前半か。
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SA-156(第340図 )

座棺墓 2基 と長方形土坑・163号溝に切られ、遺存状態が悪い。長さ4.Om。 幅3.lm以上の隅円

方形を呈する住居である。明瞭な主柱穴や炉は、確認できない。

覆土から、土師器片159点が、 2層から21点が出上しているが、図化できたのは2点である。 5

～ 6世紀である。

SA-157(第341図 )

156号住居の1.8m西に位置し、座棺墓 2基と溝状遺構 2条に切られていたが、影響は少ない。東

西 4～ 4.16m。 南北3.9～ 4.16mの 隅円方形を呈する住居である。覆土は44～ 48cm、 良好に遺存す

る。主柱穴は無いが、中央に、口縁部～胴部上半を打ち欠いた甕 (3609)を使用した土器埋設炉が

ある。埋設炉の裏込めはア・イ層であり、ウ～オ層は、深さ28cmの掘 り込み炉もしくは主柱穴であ

⑬

や

◎
ｇ
３８３

第370図  SA-167 遺構実測図
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った可能性が高い。壁溝は、東南隅のみ

検出された。

覆土から、土師器片1449点 のほか、須

恵器片23点等が、 2層から土師器片18点

と須恵器片 1点が出土している。丹塗 り

の鉢3646は 、165号住居出土片 と接合 し

ている。床面南西部では、直径10～ 17cm

程の白色粘土塊が 8個程度集積 し、30cm

東にも1塊が出土している。上器の混和

材等に使用する目的で保管されていたと

想定される。 6世紀後半である。

SA-158(第 349図 )

�区東端の、天地返しによって痕跡程

一
一

‐ 1:暗灰褐色土

(混Ⅳ層粗細粒少量)

‐ "詳

度の遺存であったが、 2層の掘 り込みラ   
ー

インによって、規模と形態が推定できる。 第371図  SA-168 遺構実測図

長径7.9m・ 短径7.5m程の不整円形プランと推定される。主柱穴は、直径24～ 51cm

の 4本柱で、柱間は3.5m前後である。土層的には、40cm程の削失と推定される。

2m

。深さ34～ 68cm

中央付近の大き
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第372図  SA-169 遺構実測図
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な凹みは機能せず 似占り床)、 南側の、長径 1。 28m・ 短径 96cm。 深さ18cmの土坑が伴い、甕 (3664)

と台石 (3666)が出土 している。

柱穴等から土師器片 3点 と須恵器片 1点が、 2層から土師器片30点 と須恵器片 1点、手持ち砥石

1点が出土 しているが、図化できたのは僅かである。 4世紀代で須恵器は混入か。

SA-159(第 350図 )

158号住居の西3.2mに位置 し、160号住居を切 り、1004号土坑に切 られる住居で、長さ・幅 とも2.4

～2.6m程の不整隅円方形を呈する。覆土は16～ 20cm遺存 し、土層的には20cm程 の削失が推定される。

主柱穴は無いが、中央 (イ 層)と その南 (ア層)に掘 り込み炉がある。貼 り床は 6～ 10cmの厚 さで

全面に施 されている。

覆土から、土師器片100点のほか、須恵器片 2点、鉄鎌 1点 (3686)、 台石 2点が、 2層 から土師

器片13点が出土 している。 6世紀前半か。

SA-160(第 351図 )

159号住居 と座棺墓 4基に切 られた、東西3.6～ 3.8m。 南北3.9mの隅円方形を呈する住居である。

覆土は10～ 20cm遺存 し、土層的には、北側が10cm程 の削失 と推定される。主柱穴は、直径25～ 34cm・
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第373図  SA-170 遺構実測図
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深さ8～ 22cmの 4本柱 (Pl～ 4)であるが、浅く不安定である。中央部は座棺墓によって消失す

るが、ア・イ層の掘 り込み炉がある。1005・ 1007の座棺墓には壁面下部に仏亀が狭られており、詳

細は後述する。

覆土から、土師器片184点が、 2層から5点が出土したが、図化できたのは僅か 1点である。

SA-161(第358図 )

160号住居と40cm隔 てた南東に位置し、近現代の170号溝等に切られ、北東部が消失している。長

径6。 8m・ 短径 5。 9～ 6mの楕円形を基調とし、南側に、幅2.9m・ 奥行き60～ 70cmの 突出部があり

出入口を想定させる。覆土は8～ 18cm遺存 し、土層的には20～ 40cmの削失が推定される。内区はさ

H=252.OM

らに10～ 18cm低 く、只占

り床は全面に 6～ 12cm

の厚さで施されている。

主柱穴は直径22～ 30cm

・深さ28～ 48cmの 4本

である。内区の中央部

では、長径90cm・ 深さ

4～ 5 cmの炉跡を確認

している。

覆土から、弥生終末

～古墳時代前期の土器

片358点 と須恵器片 1

点 (混入)、 2層か ら弥

生時代後期の上器片13

点が出土 しているが、

図化できたのは少ない。

3715は、住居の南西部

ものではない。3694は 、

イ :淡桃褐色焼土十黒灰色土 (混炭粒少量)

第377図  SA-171 遺構実測図

ウ :1と 同じ
工 :Ⅳ +V十Ⅵ層

掘形を切る小pitか ら出土した完形の須恵器郭身であるが、直接住居に伴う

1010号土坑出土片 と接合 しており、遺構の関連を示す重要な手懸か りである。

SA-162(第359図 )

160号住居 と40cm、 161号住居 と1.4m隔 てた南西部に位置した、長さ4.52～ 4.58m・ 幅3.8～3.96m

の隅円長方形を呈する住居である。覆土は26～ 42cm遺存 し、北側が20cm程削失 していると推定され

る。主柱穴は、直径20～ 32cm・ 深さ20～ 30cmの 4本柱で、住居掘形に相似する長方形に配置されて

いる。中央には丸底奏の底部 (3720)を 使用 した土器埋設炉がある。貼 り床は 2～ 5 cmと 薄 く、南

縁中央部のみ10cm程の厚さがある。

覆土か ら、土師器片428点のほか、須恵器片 2点、鋤先様鉄器 (3733)、 刀子 (3734)、 台石 1
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点等が、 2層か

ら土師器片14点

等が出土してい

る。 甕 の底 部

3719イよ、 163手許

住居出土片と接

合している。南

壁沿いでは、直

径10～ 15cmの 白

色粘土塊の集積

が 2ケ 所にあっ

た。 6世紀後半

である。

SA-163(第 360

図)

160号 住居の
第378図  SA-172 遺構実測図

2。 3m西 に位置 し、172号

溝に切 られた、長さ4.04

～ 4.10m。 幅 3.77～

4.02mの 方形を呈する住

居 である。覆土 は26～

33cm遺存 し、土層的には

5 cm程の削失と推定され

る。主柱穴は 2本で、直

径 23～ 32cm。 深 さ26・

35cmを測る。柱穴断面は、

柱が抜 き取 られた形であ

るが、床面が 2枚あるこ

とから新旧の主柱穴を想

定すべきであろう。中央  第379図  SA-174 遺構実測図

には、口縁部と底部を打ち欠いた甕 (3740)を使用 した土器埋設炉がある。北西面と南東面には

幅10～ 33cmのベッド状遺構がある。厚さ10～ 18cmの 2a層 を剥 ぐと、 1次面が現れ、中央南側に、

直径42cm・ 深さ6 cmの掘 り込み炉 (ア層)が確認された。

覆土から、土師器片575点のほか須恵器片 8点、刀子・刀子片 。鉄鏃片各 1点、鉄床石 2点等が、
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